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して 1 -4 などを合成した。
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キノンえ --4 は 4 員環の熱的な開環 lとより活性なオ jレトキノジメタン中間体を経てオレフィン類と付
加体を生成し，多環性キノン類の合成原料として有用である乙とが分った。特にキノン4を原料として，
強い抗ガン'性を持つ抗性物質で、ある 4-デメトキシダウノ jレビシンの重要な合成中間体 5 を短段階で合
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さらに， 4 員環縮環キノン類の有機合成への応用として 2 種の天然産キノンの合成を達成した。また
構造的に特異な性質が期待されるキノン化合物としてビスホモトリプチセンキノン類を分子設計し， 4 
員環縮環キノン類がそれらの合成にも有用である乙とを示すとともに，ビスホモトリプチセンキノン類
に分子内電荷移動相互作用が可能である乙とを見い出し，乙の骨格を有する機能性分子の開発の可能性
を示した。
以上のように渡部君の論文は，キノンの化学に新たな知見をもたらしたものであり，理学博士の学位
論文として十分価値あるものと認める。
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